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　林産試験場は，平成31年3月に北海道産材CLTによる
性能評価実験棟「Hokkaido CLT Pavilion」を構内に建
設しました。
　本実験棟は，CLTの特徴を活かして，従来の木造では
得られない開放的でダイナミックなデザインを実現して
います。
　表紙の写真は，CLTの材料特性を活かして，2.5mも
はね出させた庇の様子です。

※：林産試だより2019年６月号からの転載
　  （（地独）北海道立総合研究機構森林研究本部林産試験場　承諾）


